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特集

アートが聞く

コミュニケーション

イラスト 山本麻紀子

今回の特集はアートが聞くコミュニケーションと

題して、申告函.ダンス.映画といった芸術が持つカ

に刺激されて生み出されたコミュニケーションの現

場からの報告をお送りしたいと思います。

1m床哲学研究室で!ël:.哲学カフェ.ソクラティク・

ダイアローグなど、哲学の専門家ではない人々とさ

まざまなテーマで・哲学的な対話をする試みをおこ

なっています。こうした対話でtël:. r言葉J が中心的

な役割を果たしてきました。き震で与えられたテー

マに基づいて.言葉で&l:jられた経験を共有すること

から参加者が共に考えることを始めます。海外で!ël:.

こうした言葉だけではなく‘哲学的な対話のテーマ

として映萄や、絵画を用いるということが行われて

います。(これについては.フランスで検箇を題材に

した哲学カフェ. rシネ・フィロJ を行っているダニ

工)11' ラミレズさんから寄せられた文窃とシネ・フィ

ロリポートによって知ることができます。) 今回の

メチエ!ël:.絵画やダンス、映商など‘感性的な経験

を共有することをもとに対話をすることについての

特集です。

2003 年 10 月には京都造形芸術大学内のギャラ

リーでの展覧会 f紅をさすj において.われわれ鵠

床哲学研究室のメンバーがファシリテーターになっ

て観客参加型のギャラリー・トークを行い‘同 11 月

に tël:大阪の感興院で開催されたイベントではダンス

ワークショッフに接続して哲学カフェが行われまし

た。これらの企画に参加してくださった皆さん、アー

4 



、・. ..# 

5 

臨床活学のメチエ

テイス卜逮から‘アートをテーマにした対話の感想

がよせられています。感じることとそれを言葉にす

ること、アートに誌発されて生み出される対話のダ

イナミクスをそれぞれが個性的な表現で切り取って

みせてくれました。また‘アートを題材にした対話と
いうような活動から出発して、地減に根ざしたコ

ミュニケーションの窃をどのように作り上げていく

かということについて.臨床哲学の活動にも場を提

供してくださっている際興院のスタッフの方にうか

がうことができました。

院生の中には.展覧会の企画にボランティアとし

て関わることを通じて.哲学を学んでいる学生が

アートの現場でなにができるのかということを考え

た者もいます。彼女の感想は現場にでることのとま

どいを索直に伝えています。その後彼女はそこで出

会ったアーテイストと高校での哲学の授業を行うと

いう形でさらに活動を広げでいっています。高校生

遣は、しかつめらしい言葉のゲームよりも、日常のふ

とした場面lこ「おもしろさjを見つけるアーテイスト

の軽やかさに共感し、一緒に手や頭を動かしてひら

めきを形にすることに面白さを見いだしたように思

います。哲学とアートが組むことによって何ができ

るのか、という悶いに対してはまだまだ答えはでま

せんが、感性ゃからだにダイレクトに訴えかける

アートの力を借りることで、かたくるしい哲学的な

対話は刺激を受け、活性化することは確かです。こう

したアートの力を借りて生まれた対話が「哲学的J と

呼べるものなのか.そこまで深まっているかどうか

はまだまだこころもとないのですが.こうしたアー

トと哲学が共に対話に取り組む試みはようやく端緒

についたところです。

今回の織々な企画は、アーテイスト、展覧会や企画

を担当して下さった方‘企画や演出にさまざまな形

で協力してくださった皆さんとのコラポレーション

で実現しました。今回の特集では、企画に線々な形で

関わってくれた皆さんの感じたことを掲織するよう

に努めました。ぞうすることによって‘アートと哲学

とのタッグという異稽指図授的なこの試みが立体的

に見えてくればと思っています。


